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「所沢スタイル」を創造・発信

設計コンセプト

土地の歴史を想起させるデザイン配置

（９） （第３種郵便物認可）２０２４年　（令和６年）　９月２４日　（火曜日）

　西武リアルティソリューションズと住友商事が埼玉県所沢市に開発した広域集客
型商業施設「エミテラス所沢」が完成し、日に開業する。都市と郊外という二つ
の魅力を享受できる新たな拠点の誕生は、西武鉄道沿線全体の価値向上につながっ
ていくことも期待されている。建物は基本設計を日建設計、実施設計と施工は清水
建設・西武建設が担当した。

■工　　事　　名　　称：所沢駅西口開発計画
■開　発　事　業　者：株式会社西武リアルティソリューションズ、住友商事株式会社
■所　　在　　地：埼玉県所沢市東住吉－１
■敷　　地　　面　　積：約，㎡
■延　　床　　面　　積：約，㎡
■構　　　　造：ＲＣＳＴ造（柱ＲＣ造、梁Ｓ造）、一部Ｓ造
■階　　　　数：地上７階（商業フロア４層）
■設　　　　計：清水建設・西武建設設計共同企業体
■施　　　　工：清水建設・西武建設共同企業体
■建物基本設計：株式会社日建設計
■工　　　　期：年月１日～年７月日

エントランス こもれびフードホール
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　この度、所沢駅西口開発計画が完了し、「エミテラス所沢」のグ
ランドオープンを迎える運びとなりました。これもひとえにご近隣
の皆さまのご理解とご協力、所沢市をはじめ関係諸官庁の皆さま、
計画・設計・工事関係者の皆さまのご協力とご尽力の賜物であり、
事業主を代表して心から感謝申しあげます。
　本計画における、所沢駅西側に広がる西武鉄道所沢車両工場跡地
を含む周辺一帯の土地区画整理事業地区内に新たに誕生した広域集
客型商業施設「エミテラス所沢」は、都市と郊外の二つの魅力を享
受できる「所沢スタイル」を創造・発信する拠点となるべく、新し
い体験・体感の提供とともに、施設内に多彩なイベントスペースや
広場空間を設け、新たな交流が生まれることを期待しております。
　西武グループでは、所沢エリアを西武鉄道沿線の中心衛星都市
（重要な交通結節点）と位置付け、これまでも年の所沢駅のリ
ニューアルと駅直結の商業施設「グランエミオ所沢」の第Ⅱ期開業、
年にはベルーナドームのボールパーク化、西武園ゆうえんちの
リニューアルオープンなど、所沢エリアを「ベッドタウン」から、
「暮らす・働く・学ぶ・遊ぶ」の４要素が揃った「リビングタウン」
へと進化させる取り組みを推進してまいりました。本施設の完成に
より、今後も所沢エリアがリビングタウンとしてますます魅力的な
発展を遂げるとともに、西武鉄道沿線全体のより一層の価値向上に
つなげてまいります。

　本計画では、所沢駅西側に広がる西武鉄道所沢車両工場跡地に、
都市と郊外の二つの魅力を享受できる「所沢スタイル」を創造・発
信する拠点性の高い商業施設を目指して開発しました。
　さらに、所沢駅から延びる歩行者デッキと建物外周部に新たに設
けた歩廊と連続させることで、地域をつなぎ、街全体の回遊性を高
め、来館者だけでなく周辺居住者の方の交通安全にも配慮した歩行
者ネットワークを構築し、にぎわいの創出にも寄与する施設となっ
ています。

　館内は多世代の多様なニーズに合わせたテナントを誘致したサー
キットモールで構成し、モール中心には広場空間を設け、ｅスポーツ
をはじめ多彩なイベントを通じ文化を発信できる計画としました。
　建物形状は、必要なボリュームを定めて配置し、永くこの地に存
在した鉄道車両工場の大小ある建物のように分節し、近隣住宅地へ
の日照確保のため、段上にセットバックしながら緑地と隣接する公
園を立体的につなげる形状として内外をつなぐことでにぎわいのあ
る開放的な空間としました。
　場所の歴史的価値を尊重しながら、日常が重なるように考え、緩
やかな弧を描く車両フォルムの間口、車両展示や引き込み線跡への
レール設置など、土地の歴史を想起させるアイコン的なデザインを
配置し、埼玉産木材を利用した木質舗装・ベンチ、地元在来種を含
めた緑化をすることで、日常において訪れた人に親しみを持てる場
所になるよう、また環境に配慮した商業施設として物販店舗等を対
象にZEB Oriented認証を取得しました。
　清水建設株式会社建築総本部設計本部

商業・宿泊施設設計部設計長　市原裕之


